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研究成果の概要（和文）：本研究によって、総数約1万2千点の紙資料群の目録化を実現し、当該資料を研究資料として
利用する基礎環境を整えた。それら原資料を参照しながら15のサブテーマを設けた「萬年社と大阪が広告史上果たした
役割を実証的に探究する研究」共同研究会を実施した。これらの活動を通じて、社会学、デザイン史、日本近代史、メ
ディア学、広告論の視点から、萬年社と大阪が近代広告の成立期に果たした役割と、それに影響を与えた様々な要因、
メディア産業や業界の動向とその構造の変化、卓越した個人の思想や牽引力、博覧会等のメディアイベントと広告の関
わり等の検証を深めた。

研究成果の概要（英文）：For this study, the bibliography consisted of approximately 12,000 documents, 
which is far beyond the standard number. Using those documents as reference materials, 15 sub-themes were 
established, and a symposium was held on Examining Research Which Overlooks the Role of Mannensha and 
Osaka in Achievements in Advertising Media History Studies. From the viewpoints of sociology, design 
history, contemporary Japanese history, media studies, and advertising theory, we more closely examined 
the role of Mannensha and Osaka in the establishment of modern advertising, as well as the various 
factors that affected that role, the media industry and industry trends as well as changes in the 
structure of the industry, the views and power of traction of prominent individuals, and media events 
(e.g. exposition) and their relationship to advertising.

研究分野：デザイン史、歴史社会学

キーワード： 広告史　デザイン史　歴史社会学　表象文化　モダニズム期
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

 

＜大阪・関西を足場とした広告史探求の必要

性＞  

研究代表者は本研究開始以前の研究によ

って、広告の黎明期である戦前モダニズム期、

関西の広告制作活動が東京に肩を並べる規

模であったこと、ジャンルによってはむしろ

東京よりも活発に活動していたことを明ら

かにしてきた。広告を発信する社会装置であ

った百貨店も規模に遜色がないばかりか、在

阪百貨店のほうがいち早く近代的な制作手

法を取り入れており、広告を掲載するメディ

アに目をやっても、たとえば当時庶民にとっ

て最大のメディアであった新聞の紙面は、広

告面も含め大阪朝日・大阪毎日新聞社の紙面

は東京のそれらより充実していた。 

これらを考慮すると同時期の大阪に焦点

をあてた包括的な広告史研究は、日本の広告

史研究全体にとって大変重要に思われる。し

かし従来そうした観点は注目されてこなか

った。日本の広告史は、これまで東京発の広

告が日本全体に広がるという見方を前提と

して記述されてきたからである。先行研究を

みわたしてもいずれも関西への言及は少な

く（内川芳美編『日本広告発達史』電通、上

巻 1976 年、下巻 1980 年、山本武利『広告の

社会史』法政大学出版局、1984 年、山本武利・

津金澤聡廣『日本の広告－人・時代・表現』

日本経済新聞社、1986 年等）、研究代表者自

身の著書『近代広告の誕生』青土社、2011 年

においても、包括的な広告史は東京を起点と

したものとして著してきている。 

 

２．研究の目的 

 

本研究は、研究開始当初の背景を踏まえ、

明治 23（1889）年に最初に大阪で創設された

広告代理店である「萬年社」旧蔵の広告資料

群に着目し、これを調査研究する研究構想で

ある。同資料群を核として、広告黎明期に大

大阪と呼ばれ活況を呈していた大阪という

都市を足場とした広告史探求を行なうこと

を目的とした。 

「萬年社」は、大阪を基盤として電通、博

報堂と肩を並べて活動した老舗広告代理店

である。創業年の 1889 年は、電通、博報堂

よりも早い。同資料群は 1999 年に倒産した

際残されたもので、総数 10 万余点に及び、

古くは明治期の紙媒体からラジオ CM、テレビ

CM フィルム等の広範な広告の原資料を網羅

する貴重な文化資源である。広告代理店の内

部資料がまとめて研究対象として供される

ことは極めて稀である。比肩する類例もなく、

したがって原資料に基づいた先行研究もな

い状況にあった。 

本研究は、この旧蔵資料群のうち「文書・

印刷資料群」を調査対象とした。「文書・印

刷資料群」には同社が蒐集した１９世紀の欧

州ポスターを含む広告資料群や、同社が行っ

てきた活動にかかる企業内部資料群等が計

１万点以上あると推定していた。本研究では

これらを調査・整理、データベース化すると

ともに、それが制作された時代背景と合わせ

てみるという独自のアプローチが可能とな

ることを期待した。 

 

３．研究の方法 

 

本研究は期間の全体を通して、①「旧蔵資

料の詳細を確認しデータを整備する調査研

究」と、②「萬年社と大阪が広告史上果たし

た役割を実証的に探求する研究」との両軸を

持って推進した。 

4 か年のうち、前半の 2 か年では主に①、

すなわち萬年社旧蔵資料（紙印刷資料群）の

目録整備、現物調査、データベース化、保存

のための収納作業を行った。作業はまず資料

を大きく戦前と戦後に分けたうえで、その性

質からさらに５つのカテゴリーに分類し、各



カテゴリーにふさわしい調査項目を設定し、

その情報を取得するという手順で行なった。

戦前の資料は劣化も激しいため扱いに慎重

を要したため、このような時代に沿った分類

は適切であったと考える。 

約 1年をかけ総点数がおよそ 1万２千点で

あることを確認し、名称、資料の特徴の書き

取り、状態などの記録を行った。このように

して完成した目録を、最終的にはキーワード

検索可能な形でＷＥＢページにて公開した。

（第一次公開 2014 年 7月 11 日、修正後の第

二次公開 2015 年 3月 15 日） 

その後一部の資料についてはスナップ写

真を撮影し、これを内部閲覧用データベース

に紐づけした。これにより劣化が進む資料の

概要がデータベース検索だけで閲覧可能と

なった（ＷＥＢページでは非公開）。この前

半の整理期間においても、発掘された旧蔵資

料のなかで特に希少と判断した資料につい

てはパネルに加工し、成果を公表した。（日

本広告学会、2012 年） 

一方②、「萬年社と大阪が広告史上果たし

た役割を実証的に探求する研究」については、

研究代表者が主宰する大阪メディア文化史

研究会において計１５のサブテーマを設け

た研究討論会を１１回開催した。ここでは社

会学、デザイン史、日本近代史、メディア学、

広告論など各方面の専門領域を持つ研究協

力者それぞれの視点から、大阪が近代広告の

成立期に果たした役割と、それに影響を与え

た様々な要因を学際的に検討した。 

 

４．研究成果 

 

３．で記載した①により、当該資料全資料

（11976 点）を掲載した目録に、一般の研究

者もアクセスが可能となった。公開後、外部

の研究者、研究団体などから資料閲覧を希望

する問い合わせを受けており、同資料群は、

広告史や産業史等に携わる研究者に一定の

認知がされ、今後の活用が進む環境を整えた

ることができたと考えている。 

また、整理の過程で希少性が高いと判断し

た社史資料と呼称したカテゴリーの同社の

内部資料については、現物劣化の懸念、文字

が判読しづらいことなどから 58 点の資料を

抜粋し全文の文字おこしを行い、これを簡易

製本による冊子体に編纂し、大学図書館及び

公共図書館を含む関係各所に配布した（「旧

萬年社・社史資料集」2015 年）。ここには創

業者の訓示や同社が開催した広告講座の内

容、同業者業界団体の規約や活動の議事録と

いった同社の明治期からの活動を示す資料

や、戦時期の国策宣伝に協力した際の記録と

いった資料などをする収録することが出来

た。またこの作業の過程で、戦時期の国策宣

伝への民間の協力の事例としてこれまでそ

の存在は知られていたが具体的な活動等が

一切わかっていなかった「日本宣伝文化協

会」が発行した機関誌のほぼ全ての号を発掘

した。これについては研究協力者である中嶋

晋平が学会報告した。（2014 年、日本マス・

コミュニケーション学会） 

また同資料群の整理・調査による成果は、

主に研究代表者である竹内幸絵が学会等の

場にて当該研究期間中計 7回発表した。 

この他、①および②の研究成果の総括は、

一般の方も参加可能な公開形式の報告会を

開催し発表した。（萬年社コレクション調査

研究プロジェクト報告会 2015 年 4 月 11 日、

於大阪市立大学） 

②の実証的研究については当該研究期間

中の 2013 年度から最終年度の 2015 年度まで、

計 11 回の研究会を開催した。研究代表者、

研究分担者、研究協力者が個別にサブテーマ

を設定し、コレクションの詳細やその他の資

料を探究した研究成果を報告した。この研究

会の現時点での主な成果は以下のとおり。 

まず萬年社を創業した高木貞衛をはじめ

とした黎明期大阪で活躍した卓越した個人



についての探究をすすめている。いち早く欧

米広告業界の状況視察に赴いた高木の足跡

を調査するなど、高木個人が目指した方向性

や、彼の近代広告に対する姿勢の変化やなど

を検証している。その他、明治期に同社が著

名な外資企業と日本国内広告代理業務の独

占契約を結んだ事実に着目し、これをプロデ

ュースした人物の業績探究も手掛けている。

彼ら広告業界の先駆者の思想や牽引力が大

阪のみならず広告業界にもたらした影響の

考察、ならびに広告業界並びに産業全体にお

ける大阪という地盤の当時の位置付けを見

渡す試みが、本研究の一つの軸である。 

また大阪のみならず京都、神戸を含む関西

一円で広告黎明期に行われた各種博覧会等

のメディアイベントと広告業界との密接な

関係にも着目している。同資料群からは明治

期に東西で開催された「こども博覧会」の関

西会場の機関誌を発掘することができた。

（これは現在国会図書館にも収蔵されてい

ない資料。）こども博覧会と萬年社と新聞社

との関係、およびこれとは別に京都で開催さ

れた広告博覧会についても資料調査を続け

ている。いずれも詳細な先行研究がなく、萬

年社を中心とした関西の広告業界の近代化

の過程を紐解く一つの足掛かりと考えてい

る。 

萬年社自身の広告活動については、新聞媒

体を主業としていた創業からまだ間がない

明治期に、同社が幻灯機での広告や、屋外広

告事業に乗り出すといった挑戦を行ってい

たことを突き止めた。この時期に有料の屋外

広告掲示場は全国でもまだ極めて少なく、同

社の先駆性があきらかとなったとともに、そ

の事業の断絶の経緯から、日本での屋外広告

事業の困難を具体的な事例を持って理解す

ることができた。 

これらの研究成果は、歴史的記述として研

究分担者、研究協力者と共同してまとめ編纂

し、『萬年社と大阪を足場とした黎明期日本

の広告史』（仮称）として早急に上梓する所

存である。今回整理・調査した資料群の希少

性を活かして、萬年社と大阪がけん引したモ

ダニズム期の日本の広告業界およびメディ

ア産業の動向を実証的にあきらかにした、広

い視野を持った文献とすべく、準備作業を続

けている。 
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